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南
会
津
町
で
は
地
酒
を
全
国
へ
発
信
し
、日
本
酒
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、平
成
２
５
年
、県
内
で
最
初

に
、乾
杯
条
例
を
制
定
ま
し
た
。条
例
で
は
イ
ベ
ン
ト
や

酒
の
席
で『
乾
杯
に
は
地
酒
を
』と
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、条
例
が
制
定
さ
れ
た
６
月
２
１
日
に
合
わ
せ
、地

酒
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と「
地
酒
で
乾
杯
プ
ロ
ジェ
ク

ト
」と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
６
月
２
１
日
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、会
津

酒
造
、開
当
男
山
酒
造
、国
権
酒
造
、花
泉
酒
造
の
４
蔵

元
の
地
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。訪
れ
た
た
３
０
０
人

以
上
の
人
が
地
酒
と
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。こ
の
日
は
地

酒
の
ほ
か
、商
工
会
青
年
部
が
、南
会
津
の
ア
ス
パ
ラ
や

南
郷
ト
マ
ト
を
酒
か
す
で
漬
け
込
ん
で
作
っ
た「
南
会
津

の
ト
ル
ティ
ー
ヤ
」を
提
供
し
ま
し
た
。

　
下
郷
町
の
畑
付
き
貸
家「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」を
利

用
す
る
住
人
は
こ
の
日
に
合
わ
せ
南
会
津
に
滞
在
し
イ

ベ
ン
ト
に
訪
れ
ま
し
た

　
プ
ロ
ジェ
ク
ト
で
は
、関
係
者
に
地
酒
を
応
援
し
て
い

た
だ
く
た
め
に「
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
登
録
を
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
。地
酒
を
愛
し
、飲
ん
で
、話
を
し

て
、広
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
心
得
で
す
。

　6月15日、10回目となる、野外音楽フェス、大宴会
が会津山村道場地内で開催されました。今年も若者や
家族連れなどが700人以上が訪れました。
　来場者は草の上やテントに寝ころび音楽を聴きなが
らゆったりとした時間を過ごしていました。
　ドライフラワーやカレー・チャイなど普段まちなかで
見ることのないお店も出店。地元では地ビールや自慢
の地酒の飲み比べセットが販売され人気でした。
　若者や周辺の仲間が集う大宴会。この雰囲気が気に
入って何度も訪れる人もいました。訪れるうちにスタッ
フとして参加する若者が多くかかわっています。

　
６
月
２
０
日
か
ら
２
３
日
ま
で
、会
津
若
松
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、東
北
書
道
会
の
展
示
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。東
北
書
道
会
は
昭
和
２
４
年
か
ら
昭
和
６
０
年
ま
で
、南
会
津
町
出

身
の
室
井
鶴
堂
氏
が
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。平
成
３
１
年
年
１
月
か
ら
は
、南
会
津
町

静
川
出
身
で
上
町
在
住
の
、星
翠
光
氏
が
第
５
代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。星
氏
就
任
後

第
１
回
目
の
展
示
会
で
す
。展
示
会
で
は
大
人
と
教
室
の
子
ど
も
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。全
国
規
模
の
賞
に
輝
い
た
作
品
も
多
数
展
示
さ
れ
、中
に
は
南
会
津
町
の
書
家
の
作

品
も
多
く
展
示
し
て
い
ま
し
た
。星
翠
光
氏
は「
誰
で
も
う
ま
く
な
れ
る
。す
ぐ
に
辞
め
な
い

で
続
け
る
こ
と
が
大
切
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　6月16日、陸上自衛隊第6音楽隊演奏会が行われました。
御蔵入交流館の会場は満席。クラシックの名曲のほか、八重の
桜メインテーマ、刑事ドラマテーマ曲などを演奏しました。
　田島中学校吹奏楽部は「南会津町民の歌　春夏秋冬」の演
奏で共演しました

　6月１１日、暁の星幼稚園の年長
児と年中児が、さつまいもの苗を植
えました。さつまいも植に協力した
のは荒海地区の室井文一さん。室
井さんは園児たちの為に苗を植え
る場所を提供してくれました。
　園児らは室井さんが開けた穴に
「大きくな～れ」と声を掛けながら苗
を差込み植えました。

7月6日～ 8月18日　「興福寺と会津～徳一（とくいつ）
がつないだ西と東」を開催。
興福寺の寺宝を福島県内で公開するのは初めてです。広目
天像と多聞天像は平安時代初期の名作で、重量感あふれ
る造形です。維摩居士坐像は鎌倉時代の作。リアルな表情
が特徴で、７月６～１５日のみの特別公開です。

　6月26日、福島民友新聞社
南会津支局長が企画展の広報
を兼ね、たじまＣＡＴＶに出演。
　中田亮支局長は「徳一が遠く
奈良から運んできた会津仏教の
ルーツをごらんになってください」
と話していました。
大人1000円　
高校生640円
中学生以下無料
チケットは前売を！
当日は300円増しです。　　

園児がさつまいも植え

室井初代会長
揮毫

星5代目会長
刻字　一陽来福

南会津町の書家の作品が多数展示
会場には300人以上の人が訪れた


